様式第３（第７条関係）

消防用設備等基準の特例適用申請書
	年　　月　　日

鹿児島市消防局長　殿

申請者

住　所

（電話　　　　　　　　　）

氏　名　　　　　　　　　　　
　（消防法施行令第３２条・鹿児島市火災予防条例第４６条）の規定による消防用設備等基準の特例の適用を承認してくださるよう申請いたします。

記


	防火対象物
	名　称
	
	所在地
	

	
	用　途
	
	項　別
	

	
	構　造
	
	階　数
	

	
	建　築

面　積
	
	延面積
	

	消防用設備等
	法　定
	設備の種類
	

	
	現　有
	設備の種類
	

	
	不　足
	設備の種類
	

	
	特　例
	設備の種類
	

	申請の理由

	· 受　付　欄
	· 処　　理　　経　　過　　欄

	
	

	備考　
１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
２　法人にあつては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入すること。

３　※の欄は記入しないこと。

４　特例を受けようとする場所及び消防用設備等の詳細図、付近の略図等を添付すること。


◎起案に当たっての注意事項
１　必要に応じて、改正内容についての説明文を添付すること。

２　新旧対照表及び現行（改正前）の規則（題名・制定年・規則番号・改正箇所が分かる部分で可）を添付すること。

３　必要に応じて、根拠法令・関連する法令等の写しを添付すること。

４　決裁が終了したら、総務課法制係に送付すること。（公布の手続をします。）

５　公布後の原議書は、総務課法制係で保管するので、必要に応じて複写しておくこと。

６　書式設定については、規則用に設定が施されているので、絶対に変更しないこと。万一変更してしまった場合は、別紙を参照して設定し直すこと。

